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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　剥離台紙と、
　長辺の長さが第１の長さとなる帯状形状を具備し、前記剥離台紙に剥離可能に貼着され
た第１のラベル部と、
　長辺の長さが前記第１の長さの半分の長さとなる帯状形状を具備し、前記第１のラベル
部に並行し、かつ長辺方向に互いに直列に並ぶように短辺が当接して前記剥離台紙に剥離
可能に貼着された２つの第２のラベル部とを有するラベルユニット。
【請求項２】
　請求項１に記載のラベルユニットにおいて、
　前記第１のラベル部及び前記２つの第２のラベル部は、前記剥離台紙の表裏にそれぞれ
剥離可能に貼着されているラベルユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、段ボール等の箱状物を封緘するためのラベルユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、衣料品や食料品、あるいはその他小物等の物品を送付する場合、これらの物
品を段ボールに封入して発送することが行われている。このように段ボールを用いた場合
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、１つの送付先に複数の物品をまとめて送付したり、物品に手紙等を同封して送付先に送
付したりすることができるため、物品を送付する利用者は、そのほとんどが段ボールを利
用して物品を送付している。また、引越し等の際においても、段ボールは、衣料品や小物
家具等を複数まとめて封入することができるため、必ず利用されていると言ってもよい。
【０００３】
　このように段ボールに物品を封入する場合、物品を封入した後、送付途中あるいは搬送
途中において、封入した物品が段ボールから脱落してしまうことを回避するために粘着テ
ープによって段ボールが封緘されている。一般に、段ボールを封緘する場合、段ボールに
物品を封入した後、段ボールのフラップ部を折り畳み、この２つのフラップ部の先端辺に
沿って、２つのフラップ部の先端辺及び段ボールの側板に跨って粘着テープが貼着される
。さらに、上記のように貼着されたフラップ部の側辺に沿って、フラップ部の側辺と段ボ
ールの側面とに跨って粘着テープを貼着することにより、封緘状態を補強することができ
る。この際、利用者は、ロール状に巻き取られてなる粘着テープをフラップ部の先端辺や
段ボールの側面の一辺の長さに応じてカットして使用している。そのため、粘着テープを
はさみ等でカットする場合は、はさみ等の切断手段が必要となり、また、手でカットする
場合は、カット面がきたなくなり外観が悪くなってしまう。
【０００４】
　ここで、段ボールに貼り付けるための連続状のテープをその貼着部分の長さに応じて切
断する装置が考えられている（例えば、特許文献１，２参照。）。このような装置を用い
れば、ロール状に巻き取られてなる粘着テープを、フラップ部の先端辺や段ボールの側面
の一辺の長さに応じて、はさみ等の切断手段を用いることなく、かつ外観がきれいになる
ようにカットすることができるようになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－６２１１３号公報
【特許文献２】特開２００６－６２７７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述したように粘着テープを用いて段ボールを封緘する作業は、物品を送付する場合も
引越し等の場合も、一般消費者が行うことが多い。そのため、上述したような装置を用い
て連続状の粘着テープを所望の長さにカットすることは難しく、結局、上記同様に、連続
状の粘着テープを、段ボールを構成するフラップ部の先端辺や対向側面の一辺の長さに応
じてカットすることとなり、はさみ等の切断手段が必要となったり、外観が悪くなってし
まったりするという問題点がある。
【０００７】
　本発明は、上述したような従来の技術が有する問題点に鑑みてなされたものであって、
切断手段を用いることなく、かつ外観が悪くなることなく箱状物を封緘することができる
ラベルユニットを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために本発明は、
　剥離台紙と、
　長辺の長さが第１の長さとなる帯状形状を具備し、前記剥離台紙に剥離可能に貼着され
た第１のラベル部と、
　長辺の長さが前記第１の長さの半分の長さとなる帯状形状を具備し、前記第１のラベル
部に並行し、かつ長辺方向に互いに直列に並ぶように短辺が当接して前記剥離台紙に剥離
可能に貼着された２つの第２のラベル部とを有する。
【００１１】
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　上記のように構成された本発明においては、２組の対向側板と、２組の対向側板の下縁
に連接した底板と、２組の対向側板のうち一方の組の対向側板の上縁にて折り畳み可能に
連接した２つの内フラップ部と、２組の対向側板のうち他方の組の対向側板の上縁にて折
り畳み可能に連接し、対向側板の上縁にて折り畳まれた場合に先端辺が互いに突き合う２
つの外フラップ部とを有し、内フラップ部が対向側板の上縁にて折り畳まれた後、外フラ
ップ部が対向側板の上縁にて折り畳まれて先端辺どうしが突き合わされた状態で封緘され
る箱状物であって、内フラップ部に連接した対向側板の上縁の長さが第２のラベル部の長
さと同一であり、かつ、内フラップ部に連接した対向側板の上縁の２倍の長さが外フラッ
プ部の先端辺よりも長いものとなる箱状物を封緘するために用いることができる。この場
合、まず、第１のラベル部を剥離台紙から剥離し、突き合わされた２つの外フラップ部の
先端辺に沿うように２つの外フラップ部に跨って第１のラベル部を貼着する。第１のラベ
ル部は、外フラップ部の先端辺よりも長い長さを具備するため、２つの外フラップ部の先
端辺に沿うように２つの外フラップ部に跨って貼着すると、第１のラベル部は、２つの外
フラップ部の先端辺と内フラップ部に連接した対向側板とに跨って貼着される。その後、
第２のラベル部を剥離台紙から剥離し、第１のラベル部が貼着された２つの外フラップ部
の側辺に沿って、２つの外フラップ部と内フラップ部に連接した対向側板とに跨って第２
のラベル部を貼着する。第２のラベル部は、内フラップ部に連接した対向側板の上縁と同
じ長さを具備するため、外フラップ部と内フラップ部に連接した対向側板とを、内フラッ
プ部に連接した対向側板の上縁に沿う領域の全面に渡って、第２のラベル部の端部を折り
曲げたり切断したりすることなく、それぞれ１枚の第２のラベル部によって貼着すること
ができる。また、第１のラベル部と第２のラベル部とが剥離台紙に貼着された状態におい
ては、第２のラベルが、第１のラベル部に並行し、かつ長辺方向に互いに直列に並ぶよう
に短辺が当接して剥離台紙に貼着されているので、外観において煩雑な印象を与えること
がなく、また、剥離台紙が小型化される。
【００１２】
　また、第１のラベル部及び２つの第２のラベル部が、剥離台紙の表裏にそれぞれ剥離可
能に貼着されていれば、封緘する箱状物の底板が、上面側と同様に内フラップ部と外フラ
ップ部とから構成されている場合、上面側及び底板側の封緘を１つのラベルユニットで行
うことができる。
【発明の効果】
【００１３】
　以上説明したように本発明においては、２組の対向側板と、２組の対向側板の下縁に連
接した底板と、２組の対向側板のうち一方の組の対向側板の上縁にて折り畳み可能に連接
した２つの内フラップ部と、２組の対向側板のうち他方の組の対向側板の上縁にて折り畳
み可能に連接し、対向側板の上縁にて折り畳まれた場合に先端辺が互いに突き合う２つの
外フラップ部とを有し、内フラップ部が対向側板の上縁にて折り畳まれた後、外フラップ
部が対向側板の上縁にて折り畳まれて先端辺どうしが突き合わされた状態で封緘される箱
状物を封緘するためのものであって、外フラップ部の先端辺よりも長い長さを具備し、突
き合わされた2つの外フラップ部の先端辺に沿って、２つの外フラップ部と内フラップ部
に連接した対向側板とに跨って貼着される第１のラベル部と、内フラップ部に連接した対
向側板の上縁と同じ長さを具備し、第１のラベル部が貼着された２つの外フラップ部の側
辺に沿って、２つの外フラップ部と内フラップ部に連接した対向側板とに跨ってそれぞれ
貼着される２つの第２のラベル部と、第１のラベル部と２つの第２のラベル部とが剥離可
能に貼着された剥離台紙とを有する構成としたため、上述したような構成の箱状物を封緘
する場合、第１のラベル部を剥離台紙から剥離し、突き合わされた外フラップ部の先端辺
に沿って、２つの外フラップ部と内フラップ部に連接した対向側板とに跨って第１のラベ
ル部を貼着し、その後、第２のラベル部を剥離台紙から剥離し、第１のラベル部が貼着さ
れた２つの外フラップ部の側辺に沿って、２つの外フラップ部と内フラップ部に連接した
対向側板とに跨って２つの第２のラベル部をそれぞれ貼着することにより箱状物を封緘す
ることができ、それにより、切断手段を用いることなく、かつ外観が悪くなることなく箱
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状物を封緘することができる。
【００１４】
　また、剥離台紙と、長辺の長さが第１の長さとなる帯状形状を具備し、剥離台紙に剥離
可能に貼着された第１のラベル部と、長辺の長さが前記第１の長さの半分の長さとなる帯
状形状を具備し、第１のラベル部に並行し、かつ長辺方向に互いに直列に並ぶように短辺
が当接して剥離台紙に剥離可能に貼着された２つの第２のラベル部とを有する構成とした
ものにおいては、２組の対向側板と、２組の対向側板の下縁に連接した底板と、２組の対
向側板のうち一方の組の対向側板の上縁にて折り畳み可能に連接した２つの内フラップ部
と、２組の対向側板のうち他方の組の対向側板の上縁にて折り畳み可能に連接し、対向側
板の上縁にて折り畳まれた場合に先端辺が互いに突き合う２つの外フラップ部とを有し、
内フラップ部が対向側板の上縁にて折り畳まれた後、外フラップ部が対向側板の上縁にて
折り畳まれて先端辺どうしが突き合わされた状態で封緘される箱状物であって、内フラッ
プ部に連接した対向側板の上縁の長さが第２のラベル部の長さと同一であり、かつ、内フ
ラップ部に連接した対向側板の上縁の２倍の長さが外フラップ部の先端辺よりも長いもの
となる箱状物に対して、第１のラベル部を剥離台紙から剥離し、突き合わされた2つの外
フラップ部の先端辺に沿って、２つの外フラップ部と内フラップ部に連接した対向側板と
に跨って第１のラベル部を貼着し、その後、第２のラベル部を剥離台紙から剥離し、第１
のラベル部が貼着された２つの外フラップ部の側辺に沿って、２つの外フラップ部と内フ
ラップ部に連接した対向側板とに跨って２つの第２のラベル部をそれぞれ貼着することに
よりその箱状物を封緘することができ、それにより、切断手段を用いることなく、かつ外
観が悪くなることなく箱状物を封緘することができる。また、第１のラベル部と第２のラ
ベル部とが剥離台紙に貼着された状態においては、第２のラベルが、第１のラベル部に並
行し、かつ長辺方向に互いに直列に並ぶように短辺が当接して剥離台紙に貼着されている
ので、外観において煩雑な印象を与えることがなく、また、剥離台紙を小型化することが
できる。
【００１５】
　また、第１のラベル部及び２つの第２のラベル部が、剥離台紙の表裏にそれぞれ剥離可
能に貼着されている構成としたものにおいては、封緘する箱状物の底板が、上面側と同様
に内フラップ部と外フラップ部とから構成されている場合、上面側及び底板側の封緘を１
つのラベルユニットで行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明のラベルユニットの第１の実施の形態を示す図であり、（ａ）は表面図、
（ｂ）は（ａ）に示したＡ－Ａ’断面図である。
【図２】図１に示したラベルユニットのラベル部を用いて封緘される箱状物の一例を示す
外観斜視図であり、（ａ）は封緘されていない状態を示す図、（ｂ）は封緘された状態を
示す図である。
【図３】図１に示したラベルユニットを用いて図２に示した段ボールを封緘する方法を説
明するための図である。
【図４】本発明のラベルユニットの第２の実施の形態を示す図であり、（ａ）は表面図、
（ｂ）は（ａ）に示したＡ－Ａ’断面図、（ｃ）は裏面図である。
【図５】図４に示したラベルユニットのラベル部を用いて封緘される箱状物の一例を示す
外観斜視図であり、（ａ）は封緘されていない状態を示す図、（ｂ）は封緘された状態を
示す図である。
【図６】図４に示したラベルユニットを用いて図５に示した段ボールを封緘する方法を説
明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１８】
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　（第１の実施の形態）
　図１は、本発明のラベルユニットの第１の実施の形態を示す図であり、（ａ）は表面図
、（ｂ）は（ａ）に示したＡ－Ａ’断面図である。
【００１９】
　本形態は図１に示すように、剥離台紙２０上に、第１のラベル部１１と２つの第２のラ
ベル部１２ａ，１２ｂとが剥離可能に貼着されて構成されている。ラベル部１１は、帯状
形状を有し、長辺の長さが第１の長さＬ1となっている。そして、紙等からなるラベル基
材１３の一方の面に粘着剤１４が塗布されており、この粘着剤１４によって剥離台紙２０
に貼着されている。ラベル部１２ａ，１２ｂは、それぞれ帯状形状を有し、長辺の長さが
、第１の長さＬ1の半分の第２の長さＬ2となっている。そして、ラベル部１１と同様に、
ラベル基材１３の一方の面に粘着剤１４が塗布されており、この粘着剤１４によって剥離
台紙２０に貼着されている。２つのラベル部１２ａ，１２ｂは、剥離台紙２０上にて長辺
方向に直列に並んで配置されており、対向する短辺どうしが当接している。ラベル部１１
とラベル部１２ａ，１２ｂとは、剥離台紙２０上にて互いに並行するように配置されてお
り、２つのラベル部１２ａ，１２ｂの長辺の長さＬ2がラベル部１１の長辺の長さＬ1の半
分であり、かつ、２つのラベル部１２ａ，１２ｂの短辺どうしが当接していることから、
剥離台紙２０上に２つのラベル部１１が並行して配置されたような状態となっている。ま
た、剥離台紙２０は、紙等からなるシート基材２１の一方の面に剥離剤２２が塗布されて
おり、この剥離剤２２が塗布された面にラベル部１１，１２ａ，１２ｂが貼着されている
ことにより、ラベル部１１，１２ａ，１２ｂが剥離台紙２０から剥離可能となっている。
【００２０】
　このように、剥離台紙２０に剥離可能に貼着された３つのラベル部１１，１２ａ，１２
ｂが、ラベル１２ａ，１２ｂが、ラベル部１１に並行し、かつ長辺方向に互いに直列に並
ぶように短辺が当接して剥離台紙２０上に配置されているので、外観において煩雑な印象
を与えることがなく、また、剥離台紙２０を小型化することができる。
【００２１】
　以下に、上記のように構成されたラベルユニット１の使用方法について説明する。
【００２２】
　まず、図１に示したラベルユニット１のラベル部１１，１２ａ，１２ｂを用いて封緘さ
れる箱状物について説明する。
【００２３】
　図２は、図１に示したラベルユニット１のラベル部１１，１２ａ，１２ｂを用いて封緘
される箱状物の一例を示す外観斜視図であり、（ａ）は封緘されていない状態を示す図、
（ｂ）は封緘された状態を示す図である。
【００２４】
　図１に示したラベルユニット１のラベル部１１，１２ａ，１２ｂを用いて封緘される箱
状物としては、図２に示すような段ボール２が挙げられる。
【００２５】
　図２に示した段ボール２は、互いに連接した４つの側板３１ａ～３１ｄと、４つの側板
３１ａ～３１ｄの下縁に連接した底板３４と、側板３１ａ，３１ｂの上縁にてそれぞれ折
り畳み可能に連接した２つの外フラップ３３ａ，３３ｂと、側板３１ｃ，３１ｄの上縁に
てそれぞれ折り畳み可能に連接した２つの内フラップ３２ａ，３２ｂとから構成されてお
り、側板３１ａと側板３１ｂとが互いに対向する１組の対向側板となり、側板３１ｃと側
板３１ｄとが互いに対向する１組の対向側板となっている。また、外フラップ部３３ａ，
３３ｂは、側板３１ａ，３１ｂの上縁にてそれぞれ折り畳まれた場合、その先端辺が互い
に突き合う形状となっている。
【００２６】
　上記のように構成された段ボール２は、まず、内フラップ部３２ａ，３２ｂが、側板３
１ｃ，３１ｄの上縁にてそれぞれ折り畳まれ、その後、外フラップ部３３ａ，３３ｂが、
側板３１ａ，３１ｂの上縁にてそれぞれ折り畳まれ、外フラップ部３３ａ，３３ｂの先端
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辺どうしが突き合わされた状態で封緘されることになる。
【００２７】
　次に、図１に示したラベルユニット１を用いて図２に示した段ボール２を封緘する方法
について説明する。
【００２８】
　図３は、図１に示したラベルユニット１を用いて図２に示した段ボール２を封緘する方
法を説明するための図である。
【００２９】
　図２に示した段ボール２内に物品を封入し、封緘する場合は、まず、図３（ａ）に示す
ように、図２に示した段ボール２の内フラップ部３２ａ，３２ｂ及び外フラップ部３３ａ
，３３ｂを折り畳まない状態において、段ボール２内に物品３を封入する。
【００３０】
　次に、図３（ｂ）に示すように、内フラップ部３２ａ，３２ｂを、側板３１ｃ，３１ｄ
の上縁にてそれぞれ折り畳む。
【００３１】
　次に、図３（ｃ）に示すように、外フラップ部３３ａ，３３ｂを、側板３１ａ，３１ｂ
の上縁にてそれぞれ折り畳む。すると、外フラップ部３３ａ，３３ｂがその先端辺どうし
が突き合わされた状態となる。
【００３２】
　その後、図１に示したラベルユニット１を用いて段ボール２を封緘することになる。ま
ず、ラベルユニット１の剥離台紙２０からラベル部１１を剥離し、図３（ｄ）に示すよう
に、突き合わされた２つの外フラップ部３３ａ，３３ｂの先端辺に沿うように２つの外フ
ラップ部３３ａ，３３ｂに跨ってラベル部１１を貼着する。ここで、図１に示したラベル
ユニット１は、ラベル部１１の長辺の長さＬ1が、外フラップ部３３ａ，３３ｂの先端辺
よりも長くなっており、また、ラベル部１２ａ，１２ｂの長さＬ2が、内フラップ部３２
ａ，３２ｂに連接した側板３１ｃ，３１ｄの上縁と同じ長さとなっている。そのため、ラ
ベル部１１を外フラップ部３３ａ，３３ｂの先端辺に沿うように２つの外フラップ部３３
ａ，３３ｂに跨って貼着すると、ラベル部１１は、図３（ｄ）に示すように、外フラップ
部３３ａ，３３ｂと内フラップ部３２ａ，３２ｂに連接した側板３１ｃ，３１ｄとに跨っ
て貼着される。
【００３３】
　次に、ラベルユニット１の剥離台紙２０からラベル部１２ａ，１２ｂをそれぞれ剥離し
、図３（ｅ）に示すように、ラベル部１１が貼着された外フラップ部３３ａ，３３ｂの側
辺に沿って、外フラップ部３３ａ，３３ｂと内フラップ部３２ａ，３２ｂに連接した側板
３１ｃ，３１ｄとに跨ってラベル部１２ａ，１２ｂをそれぞれ貼着する。ここで、上述し
たように、ラベル部１２ａ，１２ｂの長辺の長さＬ2が、内フラップ部３２ａ，３２ｂに
連接した側板３１ｃ，３１ｄの上縁と同じ長さとなっているため、図３（ｅ）に示すよう
に、外フラップ部３３ａ，３３ｂと内フラップ部３２ａ，３２ｂに連接した側板３１ｃ，
３１ｄとを、側板３１ｃ，３１ｄの上縁に沿う領域の全面に渡って、ラベル部１２ａ，１
２ｂの端部を折り曲げたり切断したりすることなく、それぞれ１枚のラベル部１２ａ，１
２ｂによって貼着することができる。
【００３４】
　上述したように本形態においては、封緘する段ボール２に対して、長辺の長さＬ1が、
外フラップ部３３ａ，３３ｂの先端辺よりも長い帯状形状を有するラベル部１１と、長辺
の長さＬ2が、内フラップ部３２ａ，３２ｂに連接した側板３１ｃ，３１ｄの上縁と同じ
長さである２つのラベル部１２ａ，１２ｂとが剥離台紙２０に剥離可能に貼着されている
ため、ラベル部１１を剥離台紙２０から剥離し、突き合わされた２つの外フラップ部３３
ａ，３３ｂの先端辺に沿うように２つの外フラップ部３３ａ，３３ｂに跨って貼着し、ま
た、ラベル部１２ａ，１２ｂを剥離台紙２０から剥離し、ラベル部１１が貼着された外フ
ラップ部３３ａ，３３ｂの側辺に沿って、外フラップ部３３ａ，３３ｂの側辺と内フラッ
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プ部３２ａ，３２ｂに連接した側板３１ｃ，３１ｄとに跨ってそれぞれ貼着するだけで、
段ボール２を封緘することができ、それにより、はさみ等の切断手段を用いることなく、
かつ、外観が悪くなることなく段ボール２を封緘することができる。
【００３５】
　（第２の実施の形態）
　図４は、本発明のラベルユニットの第２の実施の形態を示す図であり、（ａ）は表面図
、（ｂ）は（ａ）に示したＡ－Ａ’断面図、（ｃ）は裏面図である。
【００３６】
　本形態は図４に示すように、図１に示したものに対して、剥離台紙１２０の裏面にも第
１のラベル部１１５と、２枚の第２のラベル部１１６ａ，１１６ｂとが剥離可能に貼着さ
れている点のみが異なるものである。ラベル部１１５は、剥離台紙１２０の表面に貼着さ
れたラベル部１１１と同一の構成及び大きさを有し、また、ラベル部１１６ａ，１１６ｂ
は、剥離台紙１２０の表面に貼着されたラベル部１１２ａ，１１２ｂと同一の構成及び大
きさを有し、剥離台紙１２０を介してラベル部１１１に対向する領域にラベル部１１６ａ
，１１６ｂが貼着されるとともに、剥離台紙１２０を介してラベル部１１２ａ，１１２ｂ
に対向する領域にラベル部１１５が貼着されている。また、剥離台紙１２０は、シート基
材１２１の表裏にそれぞれ剥離剤１２２が塗布されている。なお、剥離台紙１２０の表面
に貼着されたラベル部１１１及びラベル部１１２ａ，１１２ｂと、剥離台紙１２０の裏面
に貼着されたラベル部１１５及びラベル部１１６ａ，１１６ｂとの位置関係は、これに限
らず、剥離台紙１２０を介してラベル部１１１に対向する領域にラベル部１１５が貼着さ
れるとともに、剥離台紙１２０を介してラベル部１１２ａ，１１２ｂに対向する領域にラ
ベル部１１６ａ，１１６ｂが貼着されていてもよい。
【００３７】
　以下に、上記のように構成されたラベルユニット１０１の使用方法について説明する。
【００３８】
　まず、図４に示したラベルユニット１０１のラベル部１１１，１１２ａ，１１２ｂ，１
１５，１１６ａ，１１６ｂを用いて封緘される箱状物について説明する。
【００３９】
　図５は、図４に示したラベルユニット１０１のラベル部１１１，１１２ａ，１１２ｂ，
１１５，１１６ａ，１１６ｂを用いて封緘される箱状物の一例を示す外観斜視図であり、
（ａ）は封緘されていない状態を示す図、（ｂ）は封緘された状態を示す図である。
【００４０】
　図４に示したラベルユニット１０１のラベル部１１１，１１２ａ，１１２ｂ，１１５，
１１６ａ，１１６ｂを用いて封緘される箱状物としては、図５に示すような段ボール１０
２が挙げられる。
【００４１】
　図５に示した段ボール１０２は、図２に示したものに対して、底板１３４が、段ボール
１０２の上面側と同様に、２つの内フラップ部１３２ｃ，１３２ｄと、２つの外フラップ
部１３３ｃ，１３３ｄとから構成されている点のみが異なるものである。
【００４２】
　上記のように構成された段ボール１０２は、まず、底板１３４を構成する内フラップ部
１３２ｃ，１３２ｄが、側板１３１ｃ，１３１ｄの下縁にてそれぞれ折り畳まれ、次に、
底板１３４を構成する外フラップ部１３３ｃ，１３３ｄが、側板１３１ａ，１３１ｂの下
縁にてそれぞれ折り畳まれ、外フラップ部１３３ｃ，１３３ｄの先端辺どうしが突き合わ
された状態で底板側が封緘される。その後、内フラップ部１３２ａ，１３２ｂが、側板１
３１ｃ，１３１ｄの上縁にてそれぞれ折り畳まれ、また、外フラップ部１３３ａ，１３３
ｂが、側板１３１ａ，１３１ｂの上縁にてそれぞれ折り畳まれ、外フラップ部１３３ａ，
１３３ｂの先端辺どうしが突き合わされた状態で封緘されることになる。
【００４３】
　次に、図４に示したラベルユニット１０１を用いて図５に示した段ボール１０２を封緘
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する方法について説明する。
【００４４】
　図６は、図４に示したラベルユニット１０１を用いて図５に示した段ボール１０２を封
緘する方法を説明するための図である。
【００４５】
　図５に示した段ボール１０２内に物品を封入し、封緘する場合は、まず、図６（ａ）に
示すように、底板１３４を構成する内フラップ部１３２ｃ，１３２ｄを、側板１３１ｃ，
１３１ｄの下縁にてそれぞれ折り畳む。
【００４６】
　次に、図６（ｂ）に示すように、底板１３４を構成する外フラップ部１３３ｃ，１３３
ｄを、側板１３１ａ，１３１ｂの下縁にてそれぞれ折り畳む。すると、外フラップ部１３
３ｃ，１３３ｄがその先端辺どうしが突き合わされた状態となる。
【００４７】
　そして、図４に示したラベルユニット１０１を用いて段ボール１０２の底板１３４側を
封緘することになる。まず、ラベルユニット１０１の剥離台紙１２０からラベル部１１１
を剥離し、図４（ｃ）に示すように、突き合わされた２つの外フラップ部１３３ｃ，１３
３ｄの先端辺に沿うように２つの外フラップ部１３３ｃ，１３３ｄに跨ってラベル部１１
１を貼着する。ここで、図４に示したラベルユニット１０１は、ラベル部１１１の長辺の
長さＬ1が、外フラップ部１３３ｃ，１３３ｄの先端辺よりも長くなっており、また、ラ
ベル部１１２ａ，１１２ｂの長さＬ2が、内フラップ部１３２ｃ，１３２ｄに連接した側
板１３１ｃ，１３１ｄの上縁と同じ長さとなっている。そのため、ラベル部１１１を外フ
ラップ部１３３ｃ，１３３ｄの先端辺に沿うように２つの外フラップ部１３３ｃ，１３３
ｄに跨って貼着すると、ラベル部１１１は、図６（ｃ）に示すように、外フラップ部１３
３ｃ，１３３ｄと内フラップ部１３２ｃ，１３２ｄに連接した側板１３１ｃ，１３１ｄと
に跨って貼着される。
【００４８】
　次に、ラベルユニット１０１の剥離台紙１２０からラベル部１１２ａ，１１２ｂをそれ
ぞれ剥離し、図６（ｄ）に示すように、ラベル部１１１が貼着された外フラップ部１３３
ｃ，１３３ｄの側辺に沿って、外フラップ部１３３ｃ，１３３ｄと内フラップ部１３２ｃ
，１３２ｄに連接した側板１３１ｃ，１３１ｄとに跨ってラベル部１１２ａ，１１２ｂを
それぞれ貼着する。ここで、上述したように、ラベル部１１２ａ，１１２ｂの長辺の長さ
Ｌ2が、内フラップ部１３２ｃ，１３２ｄに連接した側板１３１ｃ，１３１ｄの上縁と同
じ長さとなっているため、図６（ｄ）に示すように、外フラップ部１３３ｃ，１３３ｄと
内フラップ部１３２ｃ，１３２ｄに連接した側板１３１ｃ，１３１ｄとを、側板１３１ｃ
，１３１ｄの下縁に沿う領域の全面に渡って、ラベル部１１２ａ，１１２ｂの端部を折り
曲げたり切断したりすることなく、それぞれ１枚のラベル部１１２ａ，１１２ｂによって
貼着することができる。
【００４９】
　このようにして、段ボール１０２の底板１３４側が封緘されることになる。
【００５０】
　そして、段ボール１０２の内フラップ部１３２ａ，１３２ｂ及び外フラップ部１３３ａ
，１３３ｂを折り畳まない状態において、段ボール１０２内に物品１０３を封入し、図６
（ｅ）に示すように、内フラップ部１３２ａ，１３２ｂを、側板１３１ｃ，１３１ｄの上
縁にてそれぞれ折り畳む。
【００５１】
　次に、図６（ｆ）に示すように、外フラップ部１３３ａ，１３３ｂを、側板１３１ａ，
１３１ｂの上縁にてそれぞれ折り畳む。すると、外フラップ部１３３ａ，１３３ｂがその
先端辺どうしが突き合わされた状態となる。
【００５２】
　その後、図４に示したラベルユニット１０１を用いて段ボール１０２の上面側を封緘す
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ることになる。まず、ラベルユニット１０１の剥離台紙１２０からラベル部１１５を剥離
し、図６（ｇ）に示すように、突き合わされた２つの外フラップ部１３３ａ，１３３ｂの
先端辺に沿うように２つの外フラップ部１３３ａ，１３３ｂに跨ってラベル部１１５を貼
着する。ここで、図４に示したラベルユニット１０１は、ラベル部１１５の長辺の長さが
ラベル部１１１の長辺の長さＬ1と同様に、外フラップ部１３３ａ，１３３ｂの先端辺よ
りも長くなっており、また、ラベル部１１６ａ，１１６ｂの長さがラベル部１１２ａ，１
１２ｂの長さＬ2と同様に、内フラップ部１３２ａ，１３２ｂに連接した側板１３１ｃ，
１３１ｄの上縁と同じ長さとなっている。そのため、ラベル部１１５を外フラップ部１３
３ａ，１３３ｂの先端辺に沿うように２つの外フラップ部１３３ａ，１３３ｂに跨って貼
着すると、ラベル部１１５は、図６（ｇ）に示すように、外フラップ部１３３ａ，１３３
ｂと内フラップ部１３２ａ，１３２ｂに連接した側板１３１ｃ，１３１ｄとに跨って貼着
される。
【００５３】
　次に、ラベルユニット１０１の剥離台紙１２０からラベル部１１６ａ，１１６ｂをそれ
ぞれ剥離し、図６（ｈ）に示すように、ラベル部１１５が貼着された外フラップ部１３３
ａ，１３３ｂの側辺に沿って、外フラップ部１３３ａ，１３３ｂと内フラップ部１３２ａ
，１３２ｂに連接した側板１３１ｃ，１３１ｄとに跨ってラベル部１１６ａ，１１６ｂを
それぞれ貼着する。ここで、上述したように、ラベル部１１６ａ，１１６ｂの長辺の長さ
がラベル部１１２ａ，１１２ｂの長さＬ2と同様に、内フラップ部１３２ａ，１３２ｂに
連接した側板１３１ｃ，１３１ｄの上縁と同じ長さとなっているため、図６（ｈ）に示す
ように、外フラップ部１３３ａ，１３３ｂと内フラップ部１３２ａ，１３２ｂに連接した
側板１３１ｃ，１３１ｄとを、側板１３１ｃ，１３１ｄの上縁に沿う領域の全面に渡って
、ラベル部１１６ａ，１１６ｂの端部を折り曲げたり切断したりすることなく、それぞれ
１枚のラベル部１１６ａ，１１６ｂによって貼着することができる。
【００５４】
　上述したように本形態においては、封緘する段ボール１０２に対して、長辺の長さＬ1

が、外フラップ部１３３ａ～１３３ｄの先端辺よりも長い帯状形状を有するラベル部１１
１，１１５と、長辺の長さＬ2が、内フラップ部１３２ａ～１３２ｄに連接した側板１３
１ｃ，１３１ｄの上縁及び下縁と同じ長さである２つのラベル部１１２ａ，１１２ｂ，１
１６ａ，１１６ｂとが剥離台紙１２０に剥離可能に貼着されているため、ラベル部１１１
を剥離台紙１２０から剥離し、突き合わされた２つの外フラップ部１３３ｃ，１３３ｄの
先端辺に沿うように２つの外フラップ部１３３ｃ，１３３ｄに跨って貼着し、また、ラベ
ル部１１２ａ，１１２ｂを剥離台紙１２０から剥離し、ラベル部１１１が貼着された外フ
ラップ部１３３ｃ，１３３ｄの側辺に沿って、外フラップ部１３３ｃ，１３３ｄと内フラ
ップ部１３２ｃ，１３２ｄに連接した側板１３１ｃ，１３１ｄとに跨ってそれぞれ貼着し
、また、ラベル部１１５を剥離台紙１２０から剥離し、突き合わされた２つの外フラップ
部１３３ａ，１３３ｂの先端辺に沿うように２つの外フラップ部１３３ａ，１３３ｂに跨
って貼着し、また、ラベル部１１６ａ，１１６ｂを剥離台紙１２０から剥離し、ラベル部
１１５が貼着された外フラップ部１３３ａ，１３３ｂの側辺に沿って、外フラップ部１３
３ａ，１３３ｂと内フラップ部１３２ａ，１３２ｂに連接した側板１３１ｃ，１３１ｄと
に跨ってそれぞれ貼着するだけで段ボール１０２を封緘することができ、それにより、は
さみ等の切断手段を用いることなく、かつ、外観が悪くなることなく段ボール１０２を封
緘することができる。
【００５５】
　また、封緘する段ボール１０２の底板１３４が、図５に示したもののように、上面側と
同様に、２つの内フラップ部１３２ｃ，１３２ｄと、２つの外フラップ部１３３ｃ，１３
３ｄとから構成されている場合、上面側及び底板側の封緘を１つのラベルユニット１０１
で行うことができる。
【００５６】
　なお、上述した実施の形態においては、本発明のラベルユニットによって封緘される箱
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状物として段ボール２，１０２を例に挙げて説明したが、本発明のラベルユニットによっ
て封緘される箱状物はこれに限らず、２組の対向側板と、２組の対向側板の下縁に連接し
た底板と、２組の対向側板のうち一方の組の対向側板の上縁にて折り畳み可能に連接した
２つの内フラップ部と、２組の対向側板のうち他方の組の対向側板の上縁にて折り畳み可
能に連接し、対向側板の上縁にて折り畳まれた場合に先端辺が互いに突き合う２つの外フ
ラップ部とを有し、内フラップ部が対向側板の上縁にて折り畳まれた後、外フラップ部が
対向側板の上縁にて折り畳まれて先端辺どうしが突き合わされた状態で封緘されるもので
あればよい。
【符号の説明】
【００５７】
　１，１０１　　ラベルユニット
　２，１０２　　段ボール
　３，１０３
　１１，１２ａ，１２ｂ，１１１，１１２ａ，１１２ｂ，１１５，１１６ａ，１１６ｂ　
　ラベル部
　１３，１１３　　ラベル基材
　１４，１１４　　粘着剤
　２０，１２０　　剥離台紙
　２１，１２１　　シート基材
　２２，１２２　　剥離剤
　３１ａ～３１ｄ，１３１ａ～１３１ｄ　　側板
　３２ａ，３２ｂ，１３２ａ～１３２ｄ　　内フラップ部
　３３ａ，３３ｂ，１３３ａ～１３３ｄ　　外フラップ部
　３４，１３４　　底板

【図１】

【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】
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